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安全で快適に住める
まちづくりを進めるために

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

魅
力
あ
る
ま
ち
を

い
ま
、私
達
の
汀
む
ま
ち
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す

、

啄
が
た
く
さ
ん
蜴
し
ら
れ
祕
が
な
ぐ
な
り
、
囗
j
た
り
・
呪
岨
し

か
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
木
造
の
家
が
臨
集
し
て
い
る
の
で

、
防

災
の
上
で
も
不
安
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で

、
区
は
「
調
和
の
と
れ
た
心
豊
か
な
庄
み
よ
い

足
立

」
を
め
さ
し
、
駄
本
訂
圃
を
定
め
、
安
兮
で
快
適
に
旺
め
る

ま
ち
つ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
区
ま
ち
づ
く
り
計
圃
は
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
る

た
め
の
も
の
で
口
的
は
次
の
と
お

り
で
す
。

丁
ま
ち
つ
く
り
の
目
襟
と
し
て

、

区
、
区
民
、
開
発
者
が
、
共
有

で
き
る
将
来
像
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

2
そ
の
町
采
像
を
実
現
す
る
た
め

に
必
・要
な
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー

ル
を
つ
く
る
こ
と
。

畳
ま
ち
つ
く
り
へ
の
区
民
参
加
を

実
現
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
こ
の
計
圃
を
作
る
意

昧
は
次
の
と
お
り
で
す
。

自
分
の
住
ん
で
い

る
ま
ち
の
特
色
を

生
か
し
た
計
画
を

み
な
さ
ん
が
庄
ん
で
い
る
ま
ち

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
独
特
の

特
色
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
の
特
色
を
生

か
し
た
、
き
め
細
か
な
対
心
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

住

民

参

加
の

ま
ち
づ
く
り

を

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
K

民
の
み
な
さ
ん
の
>
人
ひ
と
り
の

協
力
な
し
で
は
、
ま
ち
つ
く
り
を

進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

自
分
の
ま
ち
は
自
分
で
つ
く
る

意
欲
と
自
治
意
識
の
向
E
を
期
待

し
て
い
ま
す
、

区
民
が
望
む

ま
ち
づ
く
り
を

地
区
袤
ち
つ
く
り
計
画
は
、
全

区
を
7
0の
計
画
単
位
に
区
分
し
て

区
全
体
の
中
で
、
地
区
の
あ
る
ぺ

き
姿
を
求
め
、
地
区
の
生
活
環
境

に
あ
っ
た
整
備
計
圃
や
あ
ら
ゆ
る

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
計
画
的
か

つ
効
宰
的
に
展
開
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
地
区
ま
ち
づ
く
り
計

岡
は
住
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を

糾
て
作
成
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
総

合
化
を
進
め
ま
す

こ
の
計
圃
は
区
民
の
皆
さ
ん
だ

け
で
な
く
。
区
と
し
て
も
、「
考
え

る
行
政
」、「
計
画
的
行
政
運
営
」
を

行
な
い
、
区
民
と
共
に
「
住
み
よ

い
足
立
」「
庄
ん
で
よ
か
っ
た
足

立
」
の
実
現
に
向
け
て
役
立
て
ま

す
。ま

ち
づ
く
り
の
手

助
け―
街
づ
く
り

推
進
委
員
な
ど―

ま
ち
つ
く
り
の
'
y
本
は
、
ま
ち

に
対
す
る
愛
档
心
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
緑
を
増
や
し
た
い
、
災
笘
に

強
い
安
全
な
ま
ち
に
し
た
い
と
思

う
気
持
か
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
原
勣
勾
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る

か
は
一
般
の
人
に
と
っ
て
技
術
的

に
も
難
し
い
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
区
に
は
、
こ
の
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
冫
と
す
る

方
が
2
人
以
h

集
ま
れ
ば
、
気
軽

に
相
談
で
誉
况

ろ

く
り
推
進
委
H

と
畄
つ
く
り
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

U
く
わ
し
く
は
、
ま
ち
づ
く
り
課

へ
ご
相
詼
く
だ
さ
い
。

投
票
日
7
月
1
日
(
日
)

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

投
票
時
問
は
、朝
7
時
か
ら
夕
方
6

時
ま
で
で
す
。

あ
な
た
の
一
罘
を
む
だ
に
し
な
い

で
忘
れ
す
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

夏
休
み
親
子
区
内
め
ぐ
り

ほ
内
の
施
設
を
パ
ス
で
ご
案

内
し
ま
す
。
観
子
で
夏
の
思
い

出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
7

月
2
4日
(
水
)
午
前

9
時
I
午
険
4
時
頃

コ
ー
ス

地
下
鉄
綾
瀬
工
場
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

見
沼
代
親
水
公
園
、
教
育
セ

ン
タ
ー

参
加
資
格

区
内
在
庄
の
小
学

生
と
そ
の
親
(
親
―
人
に
小

学
生
1
人
に
限
り
ま
す
)

t
員
親
子
2
0
組
(
多
数
の
場
　

合
は
抽
選
)

申
込
方
法
往
復
(
ガ
キ
に
観
　
'

r
の
氏
名
と
年
齡
、
学
年
、

住
所
、
電
話
番
兮
、「
覡
子
施

設
め
ぐ
り
参
加
希
望
」
と
明

記
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
(
1

世
帯
1
通
に
限
り

ま
す
)

※
昼
食
は
必
ず
ご
持
穆
く
だ
さ

い
。
尠
加
費
は
無
料
で
す
。

申
込
期
限
7
月
1
0
日
(
当
H

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

広
聴
係

(
〒
圀
千
庄
1
1
4
-
1
8
)

足立まちづくりシンポジウム

〝都市と人間〟
新しい 下町社会 を考える

区
と
K
民
廖
章
推
進
協
議
会
で

は
、ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
「
ま

ち
づ
く
り
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

閧
催
し
ま
す

。

い
ま
各
地
で

、
す
み
よ
い
ま
ち

を
つ
く
る
庄
民
の
屈
動
が
お
こ
っ

て
い
ま
す
。ま
ち
の
美
化
や
紺
化
、

防
災
と
い
っ
た
地
城
活
勳
、
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、胃
少
年
を
守
る
運
勣
、

ま
ち
の
イ
ペ
ン
ト
、
等
々
。
形
や

課
弯
は
ち
が
っ
て
も
、
自
分
た
ち

の
ま
ち
を
つ
く
る

。ま
ち
づ
く

り
‘
運
動
と
い
う
こ
と
か
で
き
る

で
し
ょ
う
。

「
ま
ち
づ
く
り
の
週
勳
が
い
ま

な
ぜ
人
切
な
の
か
」
、
「
地
域
の
人

人
が
遲
動
に
参
加
で
き
る
し
く
み

と
は
?
」
、
そ
し
て
私
た
ち
に
と

っ
て
「
ほ
ん
と
う
に
住
み
よ
い
魅

力
あ
る
ま
ち
と
は
ど
ん
な
も
の

か
」
-
!
-
と
い
っ
た
閥
匍
を
話
し

合
い
ま
す
。

そ
し
て
新
し
い
卜
町
杠
会
、
足

立
の
ま
ち
つ
く
り
の
力
向
を
さ
ぐ

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
地
域
や
グ
ル
ー
プ
の

活
勳
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
、

。ふ
る
さ
と
と
し
て
胯
れ
る
足
立

を
‘
と
つ
よ
く
願
つ
て
い
る
み
な

さ
ん
、

。紿
に
討
諭
に
穆
加
し

、

考
λ
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
7

月
1
3口
(
土
)
、
午
後
2
　

時
I
4

時
3
0分

場
所

竹
の
塚
扛
会
教
弯
館

記
念
鐫
演

「
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
」
大
森
彌
氏
(
東
亰

大
学
教
授
)

ま

ち

ひ
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

郡
市
と
人
間

(
新
し
い
下
町
社
会
を
考
え
る
)

バ
ネ
リ
ス
ト

大
森
彌
氏
、
丸
山

尚
氏
(

住
民
図
廝
館
館
長
、
日

本
ミ
ニ
コ
ミ
セ
ン
タ
ー
代
表
)
、

斎
藤
睦
氏
(
地
城
総
台
研
究
所

研
究
祠
)
、
北
條
隆
司
氏
允

区

民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
委
貝

艮
)

主
催

足
立
区
民
肇
章
推
進
S
議

会
・
足
立
K

間
合
せ
先

区
民
惷
章
推
進
係

第
7

回

足立の

花火大会

日
時
7
月
2
5
日
(
木
)
午
峻
　

7
時
1
5
分
～
8
時
茹
分
(
雨
　

天
、
屁
人
の
と
き
は
、7
月

2
6臼
に
頤
延
)

※
く
わ
し
く
は
、
別
途
広
報
雁

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

経
済
課
内
足
皀
区

観
光
搦
会

場所: 荒XI I河川敷
( 千住新橋～西新井橋)

わ が まち足 立 の
絵 ハ ガ キ 販 売 中

足
立
区
内
の
代
表
的
な
見

ど
こ
ろ
5
ヵ
所
(
見
沼
代
親

水
公
園
、
花
畑
公
圜
、
都
市

晨
業
公
園
、
足
立
の
花
火
、

・酉
新
井
大
師
)
を
遭
ん
で
絵
(

ガ
キ
に
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、S

中
見
舞
に
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

販
布
価
格

川
円
(
絵
(
ガ

キ
…
5
枚
1

組
)

販
充
鳩
所

広
報
課
(
区
役

所
5
階
)
。西
新
井
区
民
ホ

ー
ル

く
わ
し
く
は
、
広
報
躙
へ
。

10 月1 日( 火)は 、

国勢調査の日です。

国税調査
東京都足立区

特
別
区
職
員
募
集

☆
大
学
卒
程
度
(
保
健
婦
)

受
験
資
格

学
匣
を
問
わ
ず
、

昭
和
1
6
年
4
月
2
日
～
昭
和
　

3
9年
4
月
1
日
に
生
れ
た
方

で

、
保
健
婦
免
許
を
有
す
る

方
(
取
得
見
込
可
)

採
用
予
定
数

約
2
5名

郵
送
申
込
期
限
9

月
1
7
日

(
当
日
消
印
有
効
)

持
参
申
込
期
間

▼
都
内
各
区

役
所
・・・
9
月
1
8日
～
2
0日
　

▼
特
別
区
人
事
委
貝
会
亊
務

局
任
用
課
・・・
9
月
1
8日
～
2
7
　

日
第
一
次
試
験
1
0

月
2
9日
(
火
)

☆
高
卒
程
度
(
事
務
・
土
木
)

受
験
資
格

学
歴
を
問
わ
ず
、

昭
和
3
9年
4
月
2
日
I
昭
和

4
3年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

方
採
用
予
定
數

▼
事
務
…
約
2
6
0

名
▼
土
木
・・・
若
干
名

郵
送
申
込
期
限
9

月
4

日

(
当
日
消
印
有
効
)

持
参
申
込
期
間
9
月
4
日
～
　

6
日

第
一
次
試
験
1
0

月
1
3日
(
日
)

≪
申
込
方
法
≫

郵
送
申
込
先

特
別
区
人
事
委

飩
会
事
筋
局
任
用
課
(
〒
1
0
2
　

千
代
田
区
九
段
北
1
1
1
-
　
4
)

持
参
申
込
先

都
区
内
各
区
役

所
人
亭
担
当
課
、
ま
た
は
特

別
K
人
事
委
叫
会
亊
拂
局
任

用
課

※
日
曜
、祝
B
を
除
く
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
、土
曙
は
正
午

ま
で
。

問
合
せ
先
特
別
区
人
亊
委
員
　

会
亊
務
局
任
用
課
　
S
O
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65銘柄をテストしました

鮮度保持剤入り食品

7
区
合
同
試
買
テ
ス
ト

市
販
さ
れ
て
い
る
菓
子
や

モ
チ
な
ど
の
包
装
袋
の
中

に
、
最
近
死
燥
剤
に
似
た
小

さ
な
袋
が
人
つ
て
い
る
の
に

お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
、
貪
品
の
新
鮮
さ
を
保

つ
勵
き
を
す
る
こ
と
か
ら

「
鮮
度
保
持
剤
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
消
賢
者
セ
ン
タ

ー
で
は
、
板
橋
、
大
田
、
杉

並
な
と
の
各
消
賢
者
セ
ン
タ

ー
と
合
同
で
、
鮮
度
保
持
剤

を
使
用
し
た
食
品
の
試
買
テ

ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
検

査
し
た
食
品
は
、
脱
酸
累
剤

と
粉
末
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用

し
た
も
の
で

、
菓
子
類
4
2銘

柄
、
モ
チ
1
5銘
柄
、
生
め
ん
8

銘
柄
の
合
計
6
5
銘
柄
で

す
。
こ
の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

試
買
テ
ス
ト
結
果

◎
水
分
と
水
分
活
性

徹
生
物
は
水
な
し
で
は
生
き
ら

れ
ま
せ
ん
。菓
子
類
に
つ
い
て
は
、

食
品
衛
生
法
で
い
う
ア
ン
や
ク
リ

ー
ム
な
ど
を
用
い
た
生
菓
子
に
あ

た
る
水
分
3
0
%
以
上
の
も
の
が
一

銘
柄
(
2
1
%
)
あ
り
、
全
体
的
に

生
菓
子
に
近
い
水
分
を
含
む
も
の

が
多
く
あ
り
F

し
た
。

徽
生
物
が
利
用
で
き
る
水
を
水

分
活
性
と
い
う
数
値
で
表
わ
す

と
、
こ
の
数
値
が
1
に
近
い
ほ
ど

微
生
勧
が
利
用
で
き
る
水
の
多
い

こ
と
を
示
し
ま
す

。
大
部
分
の
細

菌
は
、
o
・
9
4以
上
、
カ
ビ
で
は
0

・
7
5以
上
の
水
分
活
性
で
生
育

可
能
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

今
回
テ
ス
ト
し
た
食
品
の
ほ
と

ん
ど
が
高
い
水
分
活
性
を
示
し
た

(左
図
尠
照
)
こ
と
か
ら

、
何
ら

か
の
原
因
で
鮮
度
保
持
剤
が
有
効

に
働
か
な
く
な
る
と
、
微
生
物
は

繁
殖
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ホ
す
。

◎
一
般
細
菌
数

1
グ
ラ
ム
あ
た
り
の
一
般
細
薗

数
は
、
一
般
的
な
衛
生
状
態
の
指

標
と
な
り
ま
す
か
、
菓
子
類
に
つ

い
て
は
非
常
に
艮
好
で
、
1
0
万
個
/

9
以
上
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
(
生
菓
子
の
衛
生
規
範
で

は
。
一
般
細
菌
数
は
1
0
万
個
/
9

以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。
)

モ
チ
や
生
め
ん
は
加
熟
し
て
食

ぺ
る
も
の
で
す
が
、
m
一
万
個
/
9

以
上
の
も
の
が
モ
チ
で
8
銘
柄

(
5
3
%
)
、
生
め
ん
で
l
銘
柄
(
2
5

%
)
あ
り
ま
し
た
。

◎
真
菌
(
カ
ビ
、
酵
母
)
数

真
菌
に
つ
い
て
も
、
菓
子
類
は

艮
好
な
状
賑
で
し
た
。
モ
チ
に
つ

い
て
は
、
1
5銘
柄
中
4
銘
柄
か
ら
、

生
め
ん
に
つ
い
て
は
、
8

銘
柄
中
3

畩
柄
か
ら
1
1

あ
た
り
刈
個
以

上
の
真
閖
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

菌
は
、
鮮
度
保
持
剤
を
入
れ
て

も
死
ぬ
わ
け
で
は
な
ぐ
、
包
装
時

の
状
態
奮
て
の
ま
ま
保
つ
だ
け
で

す
の
で
、
包
装
す
る
と
き
の
衛
生

状
態
が
悪
け
れ
ぱ
、
残
存
す
夂
矗

数
も
多
い
と
い
え
ま
す
。

◎
表
示裂

造
年
月
日

。
賁
味
期
閧
両
方

が
表
示
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
6
5

銘
柄
中
1
8銘
柄
あ
り
ま
し
た
が
、

製
造
年
月
日
表
示
の
な
い
も
の
が

か
な
り
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
包
装
に
鮮
度
保
持
剤
の

脱
明
の
あ
っ
た
も
の
が
1
7銘
柄
あ

り
ま
し
た
が
、
閧
封
唆
に
効
果
が

な
く
な
f
{
yな
ど
の
注
意
表
示
は
な

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

消
費
者
へ

の
ア
ド

バ
イ
ス

▽
隅
入
す
る
と
き
は
、
。製
造
年

月
日
の
表
示
の
あ
る
も
の
で
、

新
し
い
も
の
奮

霖

羮
し
ょ
う

▽
開
封
後
は
、
取
り
扱
い
に
庄
意

し
て
、
な
る
ぺ
く
早
く
食
ぺ
ま

し
ょ
う
。
閧
封
後
は
鮮
度
保
持

剤
の
効
果
は
な
く
な
り
ま
す

※
製
造
年
月
日
の
表
示
に
つ
い
て

は
、
現
在
表
示
義
務
の
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す

。

≪
消
費
者
セ
ン
タ
―
≫

鮮
度
保
持
剤
っ
て
何
?

鮮
度
保
持
剤
は
、
食
品
添

加
物
を
呎
p
な
い
で
y
む
こ

と
や
、
便
用
方
法
も
簡
単
な

た
め
、
食
品
の
斬
し
い
保
存

方
法
と
し
て

。
菓
子
類
を
中

心
に
利
用
は
年
々
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

鮮
厦
保
持
剤
を
大
別
す
る

と
、「
脱
酸
素
剤
」
と
「
粉
末

ア
ル
コ
ー
ル
」
の
2
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

脱 酸 素 剤

空
気
中
に

は
約
2
0
%の

酸
素
が
合
ま

れ
て
い
て
、

食
ぺ
物
が
腐

る
、
変
色
す

る
、
カ
ビ
が
生
え
る
、
虫
が

食
う
な
ど
と
い
っ
た
現
象

は
、
す
べ
て
こ
の
酸
素
に
よ

つ
て
起
こ
り
李
歹
。そ
こ
で
、

容
器
の
中
の
酸
素
を
吸
糖
す

る
こ
と
に
よ
り
、
食
品
の
新

鮮
さ
を
保
と
う
と
い
う
の
が

脱
酸
素
剤
で
す
。

粉末
アルコ一ル

も
う
一
つ

の
タ
イ
プ
は

ア
ル
コ
ー
ル

の
滅
菌
作
用

を
利
用
し
、

カ
ピ
や
虫
の

害
を
訪
ぐ
方
法
の
も
の
で

す
。ア

ル
コ
ー
ル
は
、
パ
ン
や

菓
子
な
ど
の
表
面
が
硬
く
な

る
の
を
防
ぐ
勵
き
も
あ
り
ま

恚
1
蔚
?
|
々
な
ご

を
中
心
に
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

鮮

度

保
持
剤

消

費

生 活
情
報

開封すると効果はなくなるヨ、早く食べてネ!

水
分
活
性
テ
ス
ト
結
果

募
集
し
ま
す

出
張
所
の
新
し
い
名
称

区
で
は
、
昭
和
6
1年
4
月
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
出
張
所
の
取
扱
事
秘
を

大
輻
に
拡
充
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
従
来
の
管
轄
区
槭
を
取

り
は
ず
し
、
区
民
の

皆
さ
ん
が
ど
こ
の
出

張
所
で
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
サ
ー
ピ

ス
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

取
り
扱
う
内
容
と
事
務
が
拡

大
し
た
新
し
い
近
代
的
な
施
設

と
し
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
た
名
袮
を
皆

さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。
応
募

者
の
中
か
ら
抽
選
で
2
0名
に
記

念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
出
張
所
と
い
う
名
称

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

名
称
の
例

亊
務
所
、
吁
政
駟

務
所
、
亊
務
セ
ン
タ
ー
、
区

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど

応
募
力
法
(

ガ
キ
、
ま
た
は

所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入
の

つ
λ
興
送
ま
た
は
持
尠

▽
郵
送
先
■■■
%民
部
管
理
課

(
〒
a
千
住
1
1
4
-
1
8
)
　
　
　
　
　

▽
持
尠
先
・
:区
民

部
眥
理
課
ま
た
は

出
張
所

※
応
募
用
紙
は
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。

応
募
期
限
7

月
1
8日
(
郵
送

の
場
合
は
消
印
有
効
)

問
合
せ
先

区
民
部
管
理
課

福
祉
事
業
あ
ん
な

い

単
親
家
庭
に

家
政
婦
派
遣

単
親
家
庭
の
お
父
さ
ん
ま
た

は
。
お
母
さ
ん
が
病
気
や
ヶ
ガ
の

た
め
、
一
時
的
に
家
亊
が
で
き
な

く
な
っ
た
と
き
、
か
わ
っ
て
お
世

話
す
る
冢
政
婦
鷽
叙
遣
」
I
す
。

対
象

児
章
育
虞
手
当
の
受
給
賢

格
が
あ
る
単
観
覃
庭
で
、
小
学

生
以
下
の
児
意
を
養
育
し
、
同

一
世
帯
に
1
8歳
以
上
の
方
が
い

な
い
覃
庭

援
助
時
間
1

日
6
時
間
(
原
則

と
し
て
、
午
前
1
0時
か
ら
午
後

4
時
ま
で
)
以
内
で
、
―
回
の

申
誚
に
つ
き
i
日
以
内

費
用

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

児
童
福
祉
係

父
子
家
庭
も
ど
う
ぞ

単
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム

4
月
1
日
か
ら
、
母
子
家
庭
に

加
え
て
父
子
冢
庭
の
方
も
利
用
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

施
般
の
あ
る
と
こ
ろ

熱
海
、
熟

川

、
日
光
湯
元
な
ど
1
0カ
所

宿
泊
料

無
料
(
た
だ
し
、
入
湯

税
な
ど
は
自
己
負
担
)

利
用
で
き
る
日
数
年
厦
内
1
泊

申
込
力
法
母
子
年
金
証
書
、
児
　

童
扶
養
示
当
証
書
、
児
窶
育
成
　

手
当
支
払
通
知
書
な
ど
、
単
親
　

冢
屁
で
&
台
こ
と
を
磴
認
で
き

る
も
の
を
持
参
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
亊
務

所
、
児
童
福
祉
係

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
の
悩
み
を
お
持

ち
の
方
に
対
し
、
豊
富
な
知
識
A
J

経
験
を
も
つ
ベ
テ
ラ
ン
保
毋
が
柤

談
に
応
じ
ま
す

。

相
談
内
容
の
秘
罌
は
固
く
守
り

本
T
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い

。
相
談
曰
畤
・
場
所

▽
興
野
保
膏

園
(
西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
2
3
　
　

跏
3
2
0
0
)

・・・
毎
週
月
・

土
一
日

▽
親
隣
館
保
育
菌
(
梅
田
4
-
　
2
9
-
6

　
幽
3
8
6
0
)

・
。・

毎
週
水
・
金
贐
日

※
相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
相
談

日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
。

相
岐
力
法

面
接
ま
た
は
電
話

問
合
せ
先

児
童
橸
祉
係

募
集
し
ま
す

手
話
奉
仕
員

聰
覚
障
書
者
の
福
祉
増
進
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

。

応
募
資
格

▽
手
話
で
R

常
会
話

の
で
き
る
方

▽
原
則
と
し
て

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
手

話
通
訳
奉
仕
活
畸
の
で
き
る
万

(
日
曜
日
、
夜
間
、
休
日
の
み

活
勳
で
き
る
方
も
可
)

選
考
科
目

手
話
衷
現
、
手
話
蔗

み
取
り
、
面
接

遇
考
曰
7

月
2
8日
(

日
)

※
竭
所
・
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は

後
日
連
絡
し
ま
す
。

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
を

持
参
ま
た
は
郵
送

申
込
期
限
7

月
1
5
B
(
当
日
捫

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
陣
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
1竹
の
楸
2
　
-
2
5
-
1
7

　
鄭
1
1
7
1
)

届
き
ま
し
た
か

(福)
医
療
証

e
老
人
医
療
費
助
成
制
度
は
、

保
険
診
療
の
自
己
負
担
額
(
本
人

一
部
負
蛆
金
を
除
ぐ
)
を
助
或
す

る
都
の
制
度
で
す
。

区
で
は
、
こ
の
制
度
に
該
当
す

る
方
に
、7
月
1
日
か
ら
使
用
す

る
梛
医
療
証
を
送
n
ま
し
た
。

該
当
す
る
力

▽
足
立
区
に
住
所
が
あ
り
、
大

正
4
年
7
月
2
日
か
ら
大
正
9

年
7
月
3
1日
ま
で
に
生
袤
れ
た

方▽
国
民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ

び
杠
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
　

▽
所
寿
制
限
額
(
左
表
)
以
下

の
所
得
の
方

※
た
だ
し
、老
人
保
健
法
の
医
療

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
該
当

し
ま
せ
ん
。な
お
、生
活
保
護
(
医

療
扶
助
)
受
給
者
、杠
会
保
険
等

の
被
保
険
者
の
方
も
該
当
し
ま
せ

ん
。受
給
資
格
が
あ
る
の
に
@
医

療
証
の
届
か
な
い
方
、
最
近
転
入

さ
れ
た
方
、
そ
の
他
わ
か
う
な
い

亊
が
あ
る
方
は
お
閭
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

。

問
合
せ
先

孝
人
医
療
係

昭和60年度所得制隍暮準観喪 儻

16 入以 上 … 1 人 に つ き33万 円 を 加 轉)

家族でご参加を

家庭の日

パレード

区
で
は
、
苛
少
年
の
健
全
青

成
を
願
い
、
毎
月
第
1
日
曜
日

を

「
家
庭
の
日
」
と
定
め
、
観

子
の
対
話
を
勵
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、青
少
年
の
健
全
育
成
は
、

地
域
全
体
の
問
題
と
し
て
考

元
、
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、毎
月
2
0日
蚩
・
青

少
年
嘔
全
育
成
の
日
」
と
定
め

て
い
奪
T

。

こ
う
し
た
胃
少
年
の
健
全
育

成
に
対
す
る
認
羸
を
よ
n
S

め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
「
冢
屁

の
日
」
設
置
を
記
念
し
て
パ
レ
1

ド
を
仔
い
ま
す
。

曰
畤

了
月
2
1日
百
)
、
午
前

9
時
3
0分
か
ら

集
合
鳩
所

関
原
小
学
校

コ
ー
ス

関
原
小
学
校
L
本
木

東
小
学
校

問
合
せ
先

青
少
年
対
策
袒
当

ご
協
力
く
だ
さ
い

建
設
工
事
施
工
統
計
調
査

毎
年
1
回
、
飃
般
業
者
を
対

象
に
、
建
設
工
募
施
工
統
計
調

査
を
行
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
建
設
活
勳
の
実

孥
i
叨
ら
か
に
し
、
経
済
、
財

政
、
建
設
行
政
の
棊
礎
賢
科
と

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

対
象
串
業
所
に
は
。す
で
に

調
査
禁
を
送
り
ま
し
た
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

統
計
係

梅

島

生

活

実

習

所

納

涼

大

会

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
の
通

所
施
設
で
あ
る
梅
島
生
活
実
習

所
で
は
、
次
の
と
お
り
、
納
涼

大
会
鷽
町
い
ま
す
。

桑
し
く
踊
り
、
区
民
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
を
深
め
た
い
と
思

い
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ
ご
参
加
ぐ

だ
さ
い
。

日
時
7

月
2
0日
(
土
)
、
午
後

6
時
3
0分
～
9
時

塲
所

梅
島
生
活
実
習
所
の
庭

(
雨
天
の
場
合
は
、
―
階
ホ

I
ル
)

内
容

盆
踊
り
、
煢
擬
店
な
ど

間
合
せ
先

梅
島
生
活
実
習
所

叩
1
3
7
9

入
所
者
募
集

梅
島
生
活
実
習
所
で
は
、
重

度
の
障
害
を
も
っ
た
方
の
新
入

所
者
を
彝
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

若
干
名

入
所
畤
期
9

月

問
合
せ
先

所
管
の
福
祉
募
務

所
ま
た
は
梅
島
牛
居
実
習
所

喝
1
3
7
9

昨
年
の
納
涼
大
会

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

□
年
金
受
給
権
者
現
況
届
の

提
出
に
つ
い
て

園
民
年
金
の
老
齡

。通
算
老

齢
年
金
を
受
紿
中
の
方
に
は
、

毎
年
誕
生
月
に
、
杜
会
保
険
庁

か
ら
届
出
用
紙
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
の
で
、
必
ず
出
鍍
所
で
証

明
を
受
け
、
月
末
ま
で
に
杠
会

保
険
庁
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。届

出
用
紙
は
、
国
民
年
金
課

と
出
張
所
に
も
あ
り
ま
す
の

で
、
な
く
し
た
場
合
に
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

年
金
の
支
払
い
が
蔗
し
止
め
ら

れ
る
こ
と
も
あ
n
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

国
民
年
金
課
給
付

係
□
保
険
料
の
免
除
期
間
の
あ

る
方
へ

追
納
制
度
を
ご
俘
知
で
す
か

経
済
的
な
亭
哢
や
生
活
保
護

法
に
よ
る
生
鵬
挟
助
受
紿
に
よ

り
。
保
険
料
納
付
の
免
除
を
受

け
て
い
た
嗣
閧
(
免
除
期
間
)

の
保
険
料
は
、
過
衣
1
0年
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
当
時
の
金
額

で
納
付
で
さ
ま
す
。

免
除
期
間
の
年
金
額
は
、3

分
の
1
に
臧
額
さ
れ
ま
す
が
、

追
納
に
よ
り
免
除
期
閧
が
納
付

期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、
減
額

さ
れ
ま
せ
ん
。

免
除
さ
れ
て
か
ら
1
0年
以
内

に
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
は
、
追
納
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

問
合
せ
先

国
民
年
金
課
記
録

係

□
保
険
料
は

毎
月
納
付
で
き
ま
す

第
2
朗
分
(
7
月
～
9
月
)

の
保
険
料
を
納
め
る
時
期
と
な

り
ま
し
た

。

現
在
、
保
険
料
の
納
付
方
法

に
は
、「3
ヵ
月
納
付

」こ
6

ヵ

月
納
付
」
、「
前
納
」と
毎
月
駟
め

る
こ
と
の
で
き
る
「L
カ
月
納

付
」
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

納
付
方
法
を
変
更
す
る
場
台

は
、
印
か
へ

年
金
手
帳
を
持

貅
の
う
え
国
民
年
金
課
ま
た
は

出
張
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

国
民
年
金
課
検
認

係
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B 型肝 炎を
僕滅

妊
婦
さ
ん
に

ウ
ィ
ル
ス
検
査

区
で
は
、
妊
婦
健
康
診
査
に
B

型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
を
追
加
す

る
こ
と
に
な
り
声
レ
た
。

R
型
肝
炎
と
は
、ウ
ィ
ル
ス
に

よ
っ
て
起
こ
る
肝
臓
の
病
気
(
肝

炎
)
の
ひ
と
つ
で
す
。肝
炎
の
原

因
に
は
、ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
も

の
や
薬
物
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
大
多
数
は
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

る
も
の
で
す
。
日
本
人
の
2
A

%
が
B
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
を
保
有

し
て
い
`
孑
が
、
ほ
と
ん
ど
は
全

く
症
状
の
な
い
ま
ま
で
T
。
し
か

し
、
そ
の
う
ち
の
約
1
創
の
人
が

慢
性
肝
炎
に
進
み
、
さ
ら
に
肝
硬

変
、肝
が
ん
へ
と
進
行
す
る
と
菖

わ
れ
て
い
ま
す
。

B
型
肝
炎
は
ウ
ィ
ル
ス
保
有
者
　

(
キ
ャ
リ
ア
)
の
血
液
や
体
液
を

通
し
て
慝
染
し
李
y
が
、
最
も
磴

率
の
高
い
の
は
、
キ
ャ
リ
ア
の
妊

婦
が
出
産
の
時
に

、
新
生
児
に
慝

染
さ
せ
る
豐
一
で
す
。

B
型
肝
炎
毋
子
間
感
染
防
止
対

策
亊
業
は
、
生
寉
れ
て
く
る
赤
ち

ゃ
ん
煮

新
た
に
B

型
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
保
有
者
に
さ
せ
な
い
た
め

に
、
妊
婦
が
ウ
ィ
ル
ス
を
保
有
し

て
い
る
か
ぐ
7

か
を
謁
ぺ
る
も
の

で
す

。

こ
の
事
業
は
、
全
国
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
将
采

は
、
R
型
肝
炎
が
撲
滅
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
妊
娠
し
た

ら
必
ず
、
妊
婦
健
康
診
査
を
受
け

ホう
し
ょ
う
。

検
査
項
目
・
対
象

B
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
抗
原
(
H
B
s

抗
原
)
検
重

全
妊
婦
対
象

※
た
だ
し
、
昭
和
6
1年
1
月
1
日

以
降
出
産
予
定
日
の
妊
婦
か
ら
。
B

型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
抗
原
<
H
B

e
抗
原
)
検
査
H
B
s

抗
原
検

査
の
結
果
、
暘
性
と
な
っ
た
妊

婦
の
み

検
査
の
受
け
方

毋
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
お
渡

し
す
る
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票

(
前
期
分
)
に
よ
り
、
都
内
の
ほ

と
ん
ど
の
医
療
機
関
で
受
診
で
き

ま
す
。

新
生
児
に
は

H
B
e
抗
原
検
査
で
陽
性
と
な

っ
た
妊
婦
か
ら
生
ま
れ
た
新
生
児

に
は
、
ワ
ク
チ
ン
警
萵
写
す
る

予
定
で
す
か
、
く
わ
し
く
は
珥
在

検
討
中
で
す
。

問
合
せ
先

保
健
予
防
係

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

日
本
脳
炎

予
防
接
種

日
畤
・
会
場

右
下
表
の
と
お
り

対
象
4

月
1
日
現
在
崗
4
歳
以

上
学
齡
前
ま
で
の
幼
児
で
保
育

園
、
幼
稚
園
に
通
つ
て
い
な
い

幼
児

※
保
育
園
、
幼
稚
園
に
通
つ
て
い

る
幼
児
、
お
よ
び
小
・
中
学
校
児

童
・
生
徒
は
各
施
設
で
実
施
し
ま

す
が
、
そ
れ
に
も
れ
た
幼
堤

児

童
・
生
徒
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

接
種
方
法
朷
め
て
こ
の
予
防
接
　

種
を
戞
け
る
幼
児
は
、
1
～
2
　

週
間
あ
け
て
2

回
接
種
し
ま

す
。
昨
年
冫
回
辱
吁
た
幼
児
は

1
回
接
種
し
ま
す

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
幼
児

①
発
熱
し
て
い
る
か
、
著
し
い

栄
養
障
害
が
あ
る
幼
児

②
最
近
ま
た
は
現
在
祠
気
に
か

か
っ
て
い
る
幼
児
(
心
臓
、
腎

臟
、肝
臓
等
の
軻
気
で
急
性
期
、

増
悪
期
ま
た
は
、
活
勳
期
に
あ

る
幼
児
)

③
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
幼
児
　

④
予
防
接
種
に
よ
り
、
高
熱
な

ど
異
常
な
副
反
に
を
お
こ
し
た

こ
と
の
あ
る
幼
児

⑤
最
近
1
年
以
内
に
、
け
い
れ

ん
症
状
を
お
こ
し
た
こ
と
の
あ

る
幼
児

⑤
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認

め
た
幼
児

A
注
意
募
項
V
当
日
は
、
体
膃
を

は
か
り
母
子
手
帳
を
持
つ
て
会

場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

区
役
所
保
健
予
防

係
、
足
立
保
健
所
(

　
8
5
5
4
1
　
5
1
)

、千
住
保
健
所
(
　
齧
4
　
2
7
7
)

日本脳炎接種会場と日時

● 畤閠は、午後2畤～3塒

赤ちゃんに感染させ
ないように
必ず受けましょう

私たちの
ボランティア

愛の血液助け合い

運 動 実 施 中

区
で
は
、
い
つ
で
も
誰
で
も
必

要
な
血
液
が
素
早
く
供
給
で
き
る

よ
う
献
血
の
推
進
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

夏
は
特
に
血
蔽
が
不
足
し
李
す

の
で

、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

。

□
7
月
の
献
血
日
程

▽
6
日
(
土
)
・・・
北
予
住
駅
西
囗

▽
1
0日
(
水
)
・・・竹
の
嬢
駅
柬
口

▽
1
5日
(

月
)

。・・北
千
住
駅
西
口

▽
1
8日
(
木
)
・
:
協
和
銀
行
花
畑

支
店
(
花
畑
5
1
1
2
)

▽
1
9日
(

金
)
・
:
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

堂
綾
瀬
店

▽
2
0
日
(
土
)
・
・
・
竹
の
塚
駅
東
口

▽
2
2
日
(
月
)
・
:
北
干
住
駅
西
囗

▽
2
8
日
(
曰
)
…
西
新
井
駅
柬
口

▽
3
0
日
(
火
∵
:
北
千
住
駅
西
口

▽
3
1
日
(
水
)
…
区
役
所
本
庁
舎

‘
'
{
献
血
受
付
時
閧
は
午
前
1
0
時～

午
後
3
時
3
0分
ま
で
(
歴
食
休
憩

時
間
は
除
く
)
。

問
合
せ
先

区
役
所
保
健
予
防

係
、
葛
飾
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
(
　
1
6
9
3
5
7
0
1
)

健 康 の た め に

保 健 所
事業あんない

足立保健所855- 4151
千 住 保 健 所888- 4277
中央本町保健相談所880- 1165
東 和保健相談所606- 4171
江北保健相談所896- 4004

あ ん ぐ る

親と 子の

ふれあい

花だん

南
花
畑
3
丁
目
内
の
区
道
の

歩
道
に
あ
る
花
だ
ん
に
、
气

パ
ン
ジ
ー
と
デ
ィ
ジ
ー
が
咲
い

て
い
ま
す
。
こ
の
花
だ
ん
に
花

を
値
え
、
世
話
を
し
て
い
る
の

か
、
地
元
榎
戸
町
会
の
親
子
の

皆
さ
ん
で
す
。

町
会
婦
人
部
長
の
井
深
雅
美

さ
ん
が
、
ま
ち
な
み
に
う
る
お

い
を
持
た
そ
う
と
発
案
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
町
会
ぐ
る
み

の
運
勦
に
発
展
し
ま
し
た
。

子
ど
も
が
自
然
に
親
し
み
、

物
へ
の
い
た
わ
り
の
気
持
ち
を

も
つ
と
同
時
に
、
観
子
の
会
話

の
場
を
提
供
で
き
れ
ば
と
の
願

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

花
だ
ん
を
と
お
し
た
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
ま
す
ま
す

広
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

昭和60年度

下水道工事予定
昭
和
6
0年
度
に
、
区
で
施
行

す
る
下
水
道
工
事
箇
所
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、
事
前
に
、工
事
箇
所
ご

と
に
説
明
会
を
行
つ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

下
水
道
課

　
翻

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
運
動
(
4
)

人
間
の
自
由
と
暖
利
を
求
め

る
迎
勣
に
よ
っ
て

、
政
廚
は
明

治
1
4年
に
国
会
を
闃
く
こ
と
を

約
東
し
ま
し
た
。
し
か
し

、
そ

の
一
方
で

、
集
会

、・筥
論
、
結

社
な
ど
の
自
由
を
せ
ぱ
め
、
厳

し
く
と
り
し
ま
り
、
や
が
て
自

巾
氏
権
運
勣
は
く
ず
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た

。
け
れ
ど
も
、
部

落
解
放
へ
の
動
き
は
各
地
で
お

こ
り
、
同
和
地
区
の
人
達
に
よ

る
自
ら
の
力
で
解
放
し
よ
う
と

す
る
団
体
が
生
ま
れ
て
き
ま
し

た
。解

放
運
勣
は
、
明
治
3
0年
代

に
入
っ
て
高
ま
り
を
み
せ
ま
し

た
。明

冶
3
5年
7
9
0
2

年
)

に
は
、
岡
山
県
の
三
好
伊
平
次

と
い
う
人
を
巾
心
に

辰

作
卑

民
会
」
が
つ
く
ら
れ
ノ
「
部
落
民

よ
目
ざ
め
よ
、
自
分
の
手
で
自

分
を
解
放
せ
よ
」と
よ
び
か
け
、

運
勳
を
展
閧
し
ま
し
た
。
そ
の

翌
年
に
は
、
奈
良
、
大
阪
な
ど

に
同
和
地
区
の
人
達
に
よ
る
自

ら
の
力
で
解
放
し
よ
う
と
す
る

団
体
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

明
治
3
6年
7
月
に
は
、大
阪
、

京
都
、
兵
寤
、
奈
良
、
和
歌
山
、

岡
山
な
ど
各
府
県
の
有
志
が
集

ま
っ
て

、
全
国
的
な
組
織
で
あ

る

冫
へ
日
本
同
胞
融
和
会
」
を

つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
備
作
平
民
会
と

な
ら
ん
で
、
自
主
的
か
つ
組
織

的
な
解
放
運
齠
の
さ
き
が
け
と

な
り
ま
し
た

。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
遲
勳
の

指
導
者
は
、
差
別
の
原
因
が
同

和
地
区
の
人
ぴ
と
の
言
葉
づ
か

い
や
、服
装
、生
活
習
慣
に
あ
る

と
考
え
、
そ
れ
を
な
お
す
こ
と

に
よ
っ
て
融
和
し
て
い
こ
う
と

し
た
の
で
し
た
。

部
落
差
別
を
生
み
出
し
て
い

る
根
本
的
な
間
題
に
ま
で
目
を

向
け
な
い
で
、
精
神
的
な
自
覚

と
向
h
に
よ
っ
て
解
放
し
よ
う

と
し
た
た
め
、
完
全
解
放
へ
は

到
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
正
時
代
に
入
り
、
大
正
3

年
(
1
9
1
4
年
)
第
一
次
世

界
大
軟
が
は
じ
ま
る
と
、日
木

の
経
済
は
、
そ
の
彫
響
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
同
和
問
題
に
闃
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担

当
へ
。

ひ
ろ

ば

=
催
し
も
の
=

☆
第
2
回
四
季
展
出
品
募
集

(
油
・
日
本
画
、布
絵
、デ

ッ
サ
ン
、書
逎
そ
の
他
)
7

月
1
5
～
2
1
日
閲
催
/
酉
新
井

区
民
ホ
ー
ル
/
出
品
料
・
・
・
2

千
円
/
▽
四
季
の
会
亊
務
所
　

(矢
沢
)

　
巍
6
8
0
8

☆
足
立
良
い
映
画
を
見
る
会
　

産
業
振
興
館
…
7
月
2
0日

(
午
後
1
時
・
3
時
5
分
)

7
月
2
1
・
2
2
・
2
3
日
(
午
前

1
0
時
、午
悛
o
時
4
5
分
・
3

時
)
、文
化
会
館
・
・
・
7
月
2
0
日
　

(
午
後
1
時
・
3
時
5
分
)

7
月
2
2
・
2
3
・
2
8
日
(
午
前

1
0
時
、午
後
o
時
1
5
分
・
2

時
3
0
分
)
/
「ポ
ク
ち
ゃ
ん

の
戦
場
」/
前
売
哨
円
(
当
日

瞋
円
)
/
▽
独
立
映
圃
セ
ン

タ
ー
(
田
中
)
　
榠
8
8
5

☆
親
子
で
聞
こ
う
足
立
の
む

か
し
話
　
7
月
2
7
日
、午
後

1
時
3
0
分
/
竹
の
塚
杠
会
教

育
館
/
お
話
・
・
・
加
藤
敏
夫
氏
　

(
区
郷
土
資
料
室
長
)
/
定

綱
圍
名
(
当
日
先
糖
)
無
料
/
v

田
山
　
謀
5
8
8
1

☆
う
め
だ
あ
け
ぼ
の
学
園
バ

ザ
ー
　
7
月
1
4
日
、午
前
1
0

時
～
午
後
1
時
/
▽
う
め
だ

あ
け
ぼ
の
学
園
(
梅
田
7
-
1
2
-
1
5
)

　
細
1
1
9
0

☆
ア
ダ
チ
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
(
硬
式
テ
ニ
ス
シ
ン

グ
ル
ス
)
7
月
2
9
・
3
0
日
　

(
予
臠
日
8
月
5
日
)
午
前

9
時
～
午
後
7
時
/
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
男
女
別

シ
ン
グ
ル
ス
(
各
高
校
・
高

専
、中
学
、小
学
の
部
)
/

1
名
千
円
/
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、氏
名
、性
別
、年

齢
、学
校
名
を
記
入
/
7
月

1
3
日
(
必
饕
)
/
▽
浦
中
(
〒

1
2
1竹の
塚
4
-
3
-
2
5
-
3
0
5

　
8
8
4
a
3
6
)

=
募
集
=

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

ふ
れ
ん
ど
　
毎
週
金
曜
ら
、

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分
/

青
年
館
/
1
6
歳
以
上
の
男

女
/
入
会
金
2
千
円
、月
額

2
千
円
/
▽
荒
井
　
8
5
5
3
0

8
8
(

午
後
6
時
以
降
)

☆
ジ
ュ
ニ
ア
向
き
ジ
ャ
ズ
リ

ズ
ム
体
操
　
毎
週
水
週
日
、

午
後
4
時
か
ら
/
朝
日
信
用

金
賺
千
住
支
店
/
1
5
名
/
入

会
金
3
千
円
、月
額
―
干
円
/

▽
中
村
　
讎
6
7
2
7
　
(

午
後
6
時
以
降
)

☆
ポ
プ
ラ
山
の
会
　
例
今
・
・

毎
月
第
2
・
4
木
畷
日
予

定
、午
後
8
時
～
9
時
3
0
分
/

青
年
館
/
入
会
金
2
9
0
円
、

月
額
s
円
/
▽
杉
田
　
眤
4

4
0
8
(

午
唆
9
時
以
降
)
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区
民
教
養
講
座

框
土
の
匣
史
に
観
し
む
、
区
民

教
養
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
「
江
戸
学
」
に
つ
い
て
で
す
。

聴
講
無
科
で
す
の
で
、
ご
自
由

に
参
加
し
て
く
た
さ
い
。

日
時
7
月
2
0
日
(
土
)
、午
後
1

時
洳
分
か
ら
受
付
、2

時
閧
講

場
所

竹
の
雀
杠
会
教
育
館

内
容
「人
別
帳
と
無
宿
者
」
、
「江
　
戸

世
相
史
寸
:
羽
田
栄
太
郎
氏

(足
立
史
談
会
長
)
ほ
か

問
合
せ
先

艾
化
係

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
教
育

老人館交歓会
7/ 6午前10: 00～午後3: 30

於: 竹の塚社会教育館

民
謡
、
踊
り
な
ど
、
お

年
寄
り
が
日
頃
の
成
果
を

披
露
」
汳
す
。
ま
た
、
口

ビー
-
、
レ
ク
ホ
ー
ル
で
は
。

老
人
衂
の
教
室
活
勣
の
作

品
・
写
真
を
唳
示
し
て
い

ま
す
。
お
気
瞬
に
ご
來
塲

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

住
区
施
設
課

野
球
場
抽
選
日
の
変
更

区
営
野
球
場
8
月
分
の
抽
選
会

は
、
次
の
と
お
り
日
程
を
変
更
し

て
行
な
い
ま
す
。

変
更
前
l
七
月
八
日
(
月
)
　

変
更
後
―
七
月
九
曰
(
火
)

※
場
所
・
時
間
な
ど
は
従
采
ど
お

り
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
(
　
8
5
9
8
2
1
1
)
へ
。

水
遊
び
場
の
無
料
開
放

期
間
7
月
2
3
日
～
8
月
2
2
日
　
　

(
た
だ
し
日
曜
日
お
よ
び
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
閧
催
前
後
の
7
月

2
6凵
1
3
0
日
は
お
休
み
で
す
)

対
象

幼
児
の
み

塲
所

啝
部
セ
ン
タ
ー
交
通
公
園

内
間
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ
ー
(

　‘

6
7
1
0
1
)

中
央
本
町

体
育
館

中
臾
本
町
体
齊
館
で
は
、
左
下

表
の
と
お
り
指
導
貝
付
個
人
使
用

日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
た
さ
い
。

総合スポーツセンター 859-・211( 東保本間2- 27- 0

● 1濤料a曩i i aj ご・・: , λ ポー・yt ター111て芻めて( M・, また・hi *のみ罍卜・・l i gSう● s畸龕骼粤● こt l Sj l す。

東部センター 605- 7101(● ● 蕭1- 5- 17)

花畑センター 850・2617( 花畑4・16- 13)

教 育 セ ン タ ー 850・8801(竹の母2- 25- 21)

柬和社会教育館・体育館 628- 6201( 東 和3- 12- 9)

勤労福祉会館 ・140- 2523( +*本町1- 17- ! )

會人社会教育館 a57- 000H( 舎人|- 3- 17)

〈申し込みは、全て7/ 5、午 前9 呻 から受け付け を闘蚰します。〉

親子映画会

集
ま
れ
!
!
ち
び
っ
子
つ
り
名
人

少
年
魚
つ
り

大会

日
時
8

月
4
日
(
日
)
、
午
前
6
　

時
洳
分
I
7

時
1
5分
受
付
、
H
　

時
ま
で
競
技

場
所
茘
西
Ⅲ
水
ち
び
つ
f
釣
場
　
　

(
六
木
4
r
目
3
番
地
先
、
亀
　

有
駅
北
凵
か
ら
東
武
(
ス
ハ
潮

聿
崖
行
で
桜
木
僑
北
話
下
車
)

参
加
資
格

区
内
在
住
の
小
学
校

3
年
生
I
中
学
校
3
年
生

定
員

椢
名
(
先
善
順
)

参
加
費

無
料
(
た
だ
し

、
つ
り

只
、
エ
サ
、
魚
の
入
れ
物
な
ど

は
各
臼
で
用
意
す
る
こ
と
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
吋
を
記
入
の
こ
と

申
込
期
限
7

月
2
0日
(
当
日
消

印
膏
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

体
育
課
(
〒

固
千
住
―
-
4
!
1
8
)

私立幼稚園児の
保護者の方へ…

お忘れなく
補助金の

申請

私
立
幼
稚
園
や
幼
稚
園
類
似
施

設
の
閠
児
の
保
護
者
に
、区
で
は

補
助
金
を
毎
年
2
回
支
紿
し
ま

す
。
次
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
紿
要
件
y
昭
和
6
0
年
4
月
1
　

日
以
降
区
民
で
あ
る
こ
と
▼
　

私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
帷
園
類
　

似
施
設
に
在
園
し
、
謁
3
～
5
　

歳
(
昭
和
5
4
年
4
月
2
日
I
昭
　

和
5
7
年
4
月
1
日
生
)
の
幼
児
　

が
あ
る
こ
と
▼
保
育
科
を
l

月
分
ま
で
完
納
済
の
こ
と

補
助
金
の
額
3

歳
児
…
月
額
i
　

千
祺
円
、4

、5
歳
児
:
一
月
額

6
千
円

支
給
時
期
1
0
月
下
旬
の
予
定
　
　

(
前
期
4
～
9
月
分
)

申
請
期
限
9

月
7
日

申
讀
方
法

▼
区
内
の
私
立
幼
稚

園
、
幼
稚
園
類
似
施
設
の
在
籍

児
の
保
霞
者
は
、
園
が
袤
と
め

て
い
ま
す
の
で

、
園
の
指
示
に

し
た
が
っ
て
く
だ
さ
い

▼
足

立
区
外
の
区
市
町
村
に
あ
る
私

立
幼
稚
園
、
幼
稚
園
頬
似
施
設

在
粫
園
児
の
保
霞
者
は
、
本
人

が
直
接
(
郵
送
不
可
)
、
個
人
申

脯
し
て
く
だ
さ
い

個
人
申
讀
に
必
要
な
も
の

▼
印

か
ん
(
朱
肉
使
用
の
も
の
)
　

▼
園
児
在
籍
証
明
書
(
区
所
定

様
式
)

▼
保
護
者
名
譏
の
預

金
通
帳
(
囗
座
振
込
の
た
め
)

※
申
膺
翕
類
は
、
幼
稚
園
、
区
幼

児
教
齊
係
に
あ
り
ま
す
。
住
所
を

移
転
し
た
場
合
は
、
足
立
区
に
在

住
し
た
月
分
を
申
讀
の
こ
と
。
区

内
の
幼
稚
園
類
似
施
設
は
、
花
畑

団
地
幼
児
教
室
の
1
園
で
す
。

申
講
・
問
合
せ
先

幼
児
較
弯
係

心
障
セ
ン
タ
ー
江
北
分
室

職
業
前
訓
練
者
募
集

障
害
の
あ
る
方
に
手
工
芸
な
ど

を
通
じ
刄

基
本
的
勳
作
訓
練
に

よ
り
職
業
に
つ
く
た
め
の
訓
練
を

指
導
し
て
い
ま
す
。

馴
練
日
程
週
2
日
、午
前
1
0
時
　
～

午
後
3
時
(
期
閧
1
年
)

対
象
原
則
と
し
て
セ
ン
タ
ー
身
　

体
機
能
部
通
所
訓
練
修
r
者

申
込
万
法

電
話
ま
た
は
直
接

申
込
・
閥
合
せ
先

心
身
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
江
北
分
室
(
　
8
9
6
　
2
0
7
3
) 教

育
相
談
・

就
学
相
談

≪
心
身
に
障
害
を
も
つ

児
童
の
就
学
相
談
≫

対
象

来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入

学
の
予
定
で

、
心
身
に
障
售
を

も
つ
児
童

申
込
方
法

電
話
予
約
(
案
内
龠

を
送
り
ま
す
)

※
現
在
小
・
中
学
校
在
学
中
で
`
一

害
の
状
態
な
ど
か
ら
転
学
を
希
g

す
る
方
は
、
担
任
の
先
生
に
ま
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

教
弯
セ
ン
タ
ー
教
資

相
談
係
(
　
跚
9
～
I
)

≪
電
話
に
よ
る
教
育
相
談
≫

日
時
毎
週
火
～
金
曜
日
、午
前
　

1
0時
1
午
唆
4
時

s
話
番
号
謝
7
8
6
7

≪
面
接
に
よ
る
教
育
相
談
≫

日
時
①
毎
週
月
I
土
曜
日
、午
　

前
9
時
I
午
後
5
時
(
土
曙
日
　

は
正
午
)
②
毎
週
月
～
金
罐
　

日
、
午
前
9
時
I
午
後
4
時

場
所
・
問
合
せ
先

①
教
弯
セ
ン

タ
ー
教
青
相
鮫
係
(
　
M
9
5
　
3
1
)

②
柬
部
分
室
(
北
三

谷
小
学
校
内
、　
a
8
0
0
)

第
3
8
回

区
民
水
泳

競

技

大

会

(
兼

墨
東

五

区

水
泳
大
会
予
選
会
)

日
時
8

月
1
8日
(
日
)
、午
前

8
時
I
8
時
4
5分
受
付

(予
備
日
8

月
2
5日
)

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
プ
ー
ル

参
加
資
格

小
学
五
年
生
以
上

の
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

観
技
種
目

右
表
の
と
お
り

申
込
み
方
法
(

ガ
キ
ま
た
は
所

定
の
申
込
書
(
体
育
課
に
あ
り
)

に
住
所
、
氏
名
、
大
会
日
現
在

の
年
齡
(
小
・
中
学
生
は
学

年
)
、
電
話
番
气

種
目
、
所
鵬

を
明
記
の
う
え
申
し
込
む
こ
と

※
小
・
中
学
生
の
個
人
甲
し
λ
み

は
、保
護
者
の
承
認
が
必
黶
で
す

。

申
込
期
限
7

月
1
8日
(

必
譱
)

出
塲
制
限

▼
小
・
中
学
咬
は
各

校
1
櫁
目
3
名
以
内
(
リ
レ
ー
、

フ
ァ
ミ
リ
1

リ
レ
ー
を
除
く
)
　

▼
一
般
お
よ
び
高
校
生
は
、
―

人
2
種
目
ま
で

、
小
・
中
学
生

は
1
人
―
種
目
(
リ
レ
ー
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
リ
レ
ー
を
除
く
)
▼

小
・
中
学
生
の
参
加
所
羈
は
通

学
し
て
い
る
学
校
名
で
申
し
込

む
こ
と

▼
小
・
中
学
生
は
大

会
当
日
保
霞
者
、
ま
た
は
引
卒

貴
任
者
と
一
緒
に
来
る
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先

体
弯
課

(
I
Tほ
千
住
1
-
4
j
1
8
)

区 民 水 泳 竸 技 大 会 竸 技 種 目 一 覧 表

● ぶt 外呶I I 卩 瓦余r 遘柿11

掲
示板

□
少
年
相
談
所
出
張
開
設
　

少
年
非
行
に
関
す
る
柑
談

日
時
7

月
1
8
-
2
3曰
、
午

前
1
0時
1
午
後
5
時

場
所

松
坂
屋
上
野
店
本
館

6
階
催
亊
場

問
合
せ
先

番
倪
庁
少
年
箭

一
課
少
年
相
談
室

　
咀

4
3
2
1
(

代
)

□
お
忘
れ
な
く
所
得
税

第
I
期
分
の
納
期
限
は
7

月
3
1日
ま
で
で
す
。

≪
足
立
・
西
新
井
税
務
署
≫

□
大
谷
田
1
丁
目
団
地
(
大

型
改
造
住
宅
)
募
集

所
在
地
7
号
棟
の
一
部

募
集
戸
数
3
L
D
K
十
s
　

…
召
尸

申
込
受
付
日
畤
7

月
1
3
E
　

午
前
1
0時
I
正
午

受
付
葛
所
7
兮
棟
跏
号
至

問
合
せ
先
住
宅
・
都
市
整
　

備
公
団
住
宅
改
善
課
　
　
s

～
4
2

□
保
留
地
を
売
却
し
ま
す

入
札
日
時

①
7

月
2
0
日

(
土
)
、午
前
1
0時
～
正
午
、

②
冫
月
2
3日
(
火
)
、
午
前

H
時
～
午
唆
1
時

保
留
地
区
諞

①
―
区
扁
　

②
冫
区
画

現
地
案
内

②
7
月
1
0
-
2
2
　
　

日
、
午
前
1
0時
～
午
後
3
　

時
(
土
・
日
一
日
を
除
く
)
　

入
札
場
所
・
問
合
せ
先

①

大
谷
田
上
土
地
区
画
整
理

組
合
(
佐
野
1
-
2
-
2
　

　‘
魴
4
7
3
0
)

②
鈿
江

土
地
区
圃
整
理
組
合
(
保

木
閧
4
-
3
6
1
1

　
8
8
4
　
2
0
6
3
)

□
製
靴
技
能
購
座
(
甲
紙
型

コ
ー
ス
)
―
同
和
対
策
事
業
　

日
時
7
月
2
2
・
2
3
・
2
5
・
2
6
・
　
　

2
9
・
3
0
・
3
1
日
、午
後
6
時
　
　
～

9
時
1
0分

受
講
料

無
料

申
込
日
時
7

月
1
0・
H
日
、

午
前
9
時
～
午
浚
7
時
　

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足

立
高
等
職
某
廁
練
校
台
東

分
校

　
橘
2
9
6
1

O. K. 240, 000


